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主  論  文  の  要  旨  
                                 
Bioelectrical impedance analysis in the management of heart failure in 
adult patients with congenital heart disease(成人先天性心疾患患者の心不
全管理における体成分分析の有用性について )。  
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心不全治療において体液貯留を評価することは重要であるが、客観的な指標は
少ない。 Bioelectrical impedance analysis（体成分分析法）は様々な分野で
使用される非侵襲的な方法であるが、先天性心疾患領域での報告は少ない。本
研究の目的は、体成分分析の測定項目と心不全の重症度および予後の関係を明
らかにすることである。対象は 2013 年から 2015 年まで当科に入院し体成分分
析を受けた 170 名。患者平均年齢は 34 歳 (12 歳から 60 歳 )で 47%が男性であっ
た。体成分分析で測定した浮腫率 (細胞外液量 /全水分量 )、および BNP 値、心不
全入院の頻度を検討した。 New York Heart association (NYHA) III-IV の患者
では、NYHA I-II の患者より有意に高い浮腫率を認めた (平均±標準偏差、0.398
±0.011 vs 0.384±0.017, p<0.001)。また、浮腫率は BNP との間に有意な正の
相関を認めた（ r=0.51, p<0.001）。 Kaplan-Meier 分析では、浮腫率が高値の患
者では、心不全入院のリスクが高いことが示唆された（リスク比 4.15 (95%信
頼区間  1.70-11.58)）。体成分分析で測定した浮腫率は、成人先天性心疾患患者
の心不全の重症度と相関し、心不全イベントと強い相関を認めた。浮腫率を指
標とし水分摂取量や利尿剤を調節し心不全治療をすることで、先天性心疾患患
者の心不全の予後が改善する可能性が示された。  
